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矢崎節夫氏 の『童謡詩人金子果たした （ ～）1947
』（ 、 ） 、みすゞの生涯 出版局 に拠って1993 JULA
。彼女の生涯について必要な限りでふれておきます
36 1903 4みすゞは本名をテルといい 明治 年、 （ ）
月 日 日本海に面した山口県大津郡仙崎村 現11 、 （
長門市）に、小規模運送船を操業していた金子
庄之助と妻ミチの長女として生まれました。彼
女には 歳上の兄堅助と 歳下の弟正祐がいま2 2
す。彼女が 歳の時、母の妹フジの婚家である3
（ ） （ ）上田文英堂書店 下関市 の清国営口 遼寧省
。支店長として中国に渡っていた父が病死します




、 ） 。 、時 大津郡で唯一の本屋 を始めます 歳の時7
6 13瀬戸崎小学校（ 年制義務教育）に入学し、
年生から 年生までず歳の時卒業。小学校では 1 6
っと級長で成績は首席でした。小学校卒業後、郡立

















ば来仙し、兄堅助とテル 人の「文芸サロン （矢3 」
崎、前掲書）が続きました。この時点では正祐は堅
助とテルが実の兄姉とは知りません。




稿を始めます そして 童話 月号に お魚 打。 『 』 「 」「9
出の小槌 婦人倶楽部 月号に 芝居小屋 婦」、『 』 「 」、『9
人画報』 月号に「おとむらひ 『金の星』 月号9 9」、
に「八百屋のお鳩」が掲載されました。投稿作品全
てが掲載されたのです。<童謡詩人>金子みすゞの登
場です。以後、昭和 年（ ）までに 編が諸4 1929 90
雑誌に掲載されます。こうして彼女が私淑していた
西條八十（ ～ ）に認められ、たちまち若1892 1970
き投稿詩人たちの憧れの星となります。




『 』 。歳のみすゞは自選詩集 琅玕集 の作成を始めます
14 2 15この自選詩集には諸雑誌の大正 年 月号から













『 』、 『 』一童謡集 美しい町 第二童謡集 空のかあさま






2漁 が掲載され みすゞは与謝野晶子に継いで同会」 、
人目の女性会員となり、当時の代表的女性詩人と評
価されるようになります。 月 日、一人娘ふさ11 14
えが誕生します。
昭和 年（ ） 歳の夏、みすゞは下関駅で2 1927 24
西條八十に会います これに関する八十の追憶は 下。 「
関の一夜―亡き金子みすゞの追憶―」として 『蝋、





ゞ氏の作品（１ （ 蝋人形』昭和 年 月号）に）」『 12 2
よりますが、異論もあります。昭和 年（ ）の4 1929
夏から秋にかけて、みすゞは 冊の遺稿集（前掲の3
第一、第二童謡集と第三童謡集『さみしい王女 ）』
を 部清書し、１部は西條八十に贈呈し、もう 部2 1
は正祐に託しました。 月下旬頃より娘ふさえの10
5言葉を採集した『南京玉』を書き始めます。昭和





えの誕生後も好転せず、 月 日、とうとう離婚2 27
















みすゞの 歳から 歳までの 年間の作品全20 25 6
編（うち雑誌掲載作品 編）は 冊の自筆遺512 90 3
稿集に収められています。第一集『美しい町』は大
正 年から 年までの作品 編を収録。雑誌掲12 13 172
載作品は「お魚 「大漁」など 編。第二集『空の」 47
かあさま』は大正 年から 年までの作品 編13 14 178
。 「 」「 」 。を収録 雑誌掲載作品は 繭と墓 土 など 編35
第三集『さみしい王女』は大正 年から昭和 年15 3
頃までの作品 編を収録。雑誌掲載作品は「不思162













代仮名づかい版 金子みすゞ童謡全集 （全 巻、』 6
） 、 『 』（ 、 ）、2003 4 2 2005～ が出版され また 琅玕集 巻
『南京玉 （ ）も刊行されています。』 2003
既に矢崎節夫氏が「みすゞの童謡は、ある意味で































また、彼女が 歳の時、 歳の弟が叔母夫妻の養子4 2




























関してです。大正 年から 年にかけてあいついで7 9






























































































































「 」 「 」、「 」 「 」、浜 と 海のなか 祭り と とむらひ



































（全集１『童話』大正 年 月号）も、詩的イ12 9
「 」 、ンパクトという点では 大漁 に劣るとはいえ
人間とは無縁に生きている無垢の海の魚が私た
ち人間の食に供せられる<不条理>を描いていま






















































































































































源的意義を忘れてしまい 「土」の第 連と第 連、 1 2
に描かれたように日常的な有用性の視点のみで捉え
がちです。しかし、土は「名のない草のお宿」であ






















































よい を 年に著したレイチSILENT SPRING 1962
ェル・カーソンは、自然に対する畏敬のこもっ






















































































































































































































付記 本稿は 年 月 日 吉林大学外国語学院 長2008 9 28 、 （
春市）で行った講演の原稿であるが、一部修正と補
足を行った。
